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	５．研修等の実施
	(1) 管理者は、ハラスメントの防止等を図るため、研修を実施するものとする。
	(2) 管理者は、ハラスメントの防止等を図るため、職員の意識啓発に努めるものとする。

	６．ハラスメントに関する苦情の申出及び苦情相談
	(1) 職員からのハラスメントに関する苦情の申出及び相談に対応するため、相談窓口を設置するものとする。
	(2) 相談窓口の相談員は、苦情相談に係る問題の事実関係の確認及び当該苦情相談に係る当事者に対する助言等により、当該問題を迅速かつ適切に解決するよう努めるものとする。
	(3) 相談窓口においては、ハラスメントによる直接の被害者だけでなく、上司、同僚等からの苦情相談に応じるものとする。
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